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この「評価結果報告書」は、令和７年１０月１４日、２８日に実施した韮崎市事務事

業外部評価委員会による評価をもとに作成したものであります。 

 

１ 実施内容 

  令和７年度評価対象事業は、内部評価５１事業の中から、事前に外部評価委員が希

望した事業２４事業を対象としました。 

⑴ 日時：令和７年１０月１４日（火）、１０月２８日（火） 

⑵ 会場：韮崎市役所４階 大会議室 

⑶ 公開の有無：一般公開 

⑷ 傍聴人数：２人 

⑸ 評価方法：事業評価シートによる聞き取りを行い、委員評価の多数決で採択 

評価同数の場合は、委員長の判断による。 

 

２ 評価結果 

「拡大」２事業、「全部改善」３事業、「一部改善」１０事業、「継続」９事業、と

なり、「廃止」及び「縮小」と評価した事業はありませんでした。 

各評価の概要は、以下のとおりです。 

 

⑴ 拡大：２事業 

ア 定住対策促進事業費 

本事業は、移住希望者に向けたシティプロモーション及び移住定住支援策の充実

により本市への移住定住を促進させることを目的としています。 

移住セミナー、移住体験ツアーや奨学金返還に対する補助制度など、様々な視点

から人口を増加させるための事業を実施されていますが、本市の人口は減少の一途

を辿っております。 

人口増加のためには、幅広いターゲットへのアプローチが重要であり、全国に情

報発信する際に、デジタルを最大限活用した取組みを、より一層実施すべきと考え

ます。 

さらに、現在、市では、工業用地を整備し、新たな企業誘致に向けた取組みを実

施しているところですが、それに関連して、今後従業員となる方々に対しても、本

市に住みたくなるような環境づくりについて、全庁一丸となって取り組むべきであ

ると思います。 

以上、本事業は、人口を増加させるため、また、これ以上減少させないために集

中投資すべきと考え、拡大としました。 
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イ 小・中学校情報システム管理費 

  本事業は、市内各小・中学校のＧＩＧＡスクール用端末や校内ネットワーク環境 

を適切に整備及び維持するとともに、教職員が適切に校務を実施できるよう機器の

管理及び運用を目的とした事業であります。 

  デジタルトランスフォーメーションの時代に即した素晴らしい事業であること

から、未来を担う子どもへの投資といった意味でも、手厚く実施すべき事業と認識

しております。 

しかしながら、単にデジタルツールを整備するだけでなく、セキュリティ対策も

万全としながら、情報漏洩等にも十分配慮願うとともに、校内ネットワークの点検

及び整備を併せて実施する等、児童・生徒が円滑に端末を活用することができる環

境を整えていただくことも重要であると考えます。 

また、今年度更新する新端末については、現行端末よりも高性能な端末を導入す

ると伺いました。 

端末容量の増加に伴い、より多くの学習アプリケーションのダウンロードが可能

となるわけですが、アプリケーションは精査のうえ、子ども達に真に必要なものを

見極めて充実させていってください。 

以上より、本事業を、本市の未来を担う子ども達への投資と捉え、積極的に取り

組んでいただきたいことから、拡大とさせていただきました。 

 

⑵ 全部改善：３事業  

ア 環境教育事業費 

  この事業は、幼少期から環境課題を学び、環境問題に対する理解を深めるきっか

け作りとすることを目的としている事業です。 

  しかし、その学びの手法として環境マネジメントプログラムを活用されているよ

うですが、家庭における作業負担が非常に大きいと考えます。 

  環境教育のための事業は、必要不可欠であると考えますが、事業内容を自然豊か

な本市の特性を活かした環境学習会の開催など、環境マネジメントプログラムを用

いない内容に代えるべきと考え、全部改善としました。 

 

イ 消費生活対策推進事業費 

  この事業は、消費者が安全安心な消費生活を営むことを目的に、相談窓口設置等

による相談業務と出前塾等による啓蒙活動を実施する事業です。 

  相談件数が年間１００件程のため、事業の必要性は感じているところですが、や

まなし県央連携中枢都市による同様の相談窓口が甲府市内に設置されていること
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などから、本市に相談窓口を設置せずとも、消費者相談ニーズに応えられるのでは

と考えます。 

  ただし、来年度すぐに廃止するのではなく、警察や県等の関係団体と連携を図り

ながら、また、高齢者には各地区公民館での啓発に切り替えるなど、実施方法につ

いては改善しながら、全部改善とさせていただきますが、将来的には縮小や廃止も

視野に入れていただきたい事業であると考えます。 

 

ウ 美術館管理運営事業費 

  本事業は、美術作品を公開し、市民等の美術に対する理解を深め、芸術文化の  

振興を図ることを目的に、大村美術館の維持管理をすることを主な目的としていま

す。 

  当該美術館の運営には多額の経費が投入されていますが、市民に対し、どれだけ

還元されているのか実態の把握が難しい反面、文化振興の観点からは、必要な事業

であることも理解しています。 

  そこで、わかりやすい成果として、集客数の増加を目的に旅行会社のツアーコー

スに入れていただいたり、積極的に外国人観光客の集客に取り組むなど、収益性の

向上に努めるべきと考えます。 

  また、来館された方が再度来たいと思えるような美術館運営をして欲しいという

期待を込めて、全部改善としました。 

 

⑶ 一部改善：１０事業 

  職員研修費、地区活動推進事業費、男女共同参画社会づくり事業費、まちづくり活

動推進事業費、廃棄物処理対策事業費、シニアクラブ育成事業費、健康診査事業費、

武田の里まつり補助事業費、男性の育児休業取得事業費、生涯学習フェスタ開催事業

費 

 

⑷ 継続：９事業 

 おためし住宅実施事業費、空家等対策推進事業費、火葬場管理運営費、障害者等地

域生活支援事業費、家庭児童相談員設置事業費、一般介護予防事業費、赤ワインの丘

ブランド化推進事業費、中小企業等支援事業費、公共下水道整備事業費 

 

「一部改善」、「継続」とした事業については、創意工夫をしながらも、常に事業の

改善に努め、課題に取り組んでいただき、より効果的な事業実施につなげていただきた

いと思います。 

-3-



以上、各評価結果に対する意見の概要でありますが、これは断片的な意見であります

ので、詳細は『令和７年度事務事業外部評価委員会開催結果』を参照してください。 

 

３ むすび 

今年度も、２４の事務事業を対象として評価をしました。個々の事業としては、着実

に実施されていると思います。 

一方で、住民のニーズが多様化している状況に対応するため、縦割りの組織体制にと

らわれることなく、他課との連携を積極的に進めることが市民サービスの効率的かつ効

果的な提供に繋がると考えます。 

特に、拡大と評価した事業に関しては、限られた資源を活用し、最大限の効果を得る

ための手法を検討していただきたいと思います。 

すべての事務事業を毎年評価することが難しく、２、３年に一度の評価となりますが、

今回対象とならなかった事業についても、課題や問題意識を持ち、常に改善を図りなが

ら事業を進めていくべきであると考えます。 

特に、事業の目的、期待される効果、実績、必要性等を再検証し、必要性が高い事業

を重点的に実施すべきであります。 

一方で、費用対効果の低い事業等については、廃止又は縮小を検討し、経費の節減合

理化に努めていただきたいと考えます。 

最後に、市が掲げる将来像の実現を目指す第７次総合計画の目標指標の着実な達成と、

その結果を踏まえた改善を活かして、より良い次期総合計画が策定されることを期待し

ます。 

 

令和７年１２月５日 

韮崎市事務事業外部評価委員会 

委員長 浅川 裕康 

委 員 横森 由賀 

委 員 佐々木 啓二 

委 員 橋詰 沙和子 

委 員  保坂 沙央里 
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い。

一
部

改
善

・
計

画
に

基
づ

く
も

の
の

た
め

、
コ

ス
ト

削
減

は
現

実
的

に
は

困
難

と
は

い
え

、
や

り
方

等
は

少
し

ず
つ

変
化

さ
せ

て
い

き
、改

善
し

て
い

っ
て

欲
し

い
。

継
続

・
公

共
性

を
維

持
す

る
視

点
と

戦
略

的
視

点
を

考
慮

し
た

配
分

に
期

待
す

る
。

・
工

事
費

の
増

加
に

伴
っ

て
料

金
改

定
も

視
野

に
入

れ
る

べ
き

で
あ

る
（

こ
の

意
味

で
は

拡
大

）
。

一
部

改
善

・
下

水
道

の
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
を

適
切

に
実

施
し

、
サ

ー
ビ

ス
の

停
滞

や
低

下
に

繋
が

ら
な

い
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

継
続

・
市

と
し

て
ど

こ
に

何
を

投
資

す
べ

き
か

理
解

及
び

整
理

が
で

き
て

い
る

と
考

え
る
。

・
多

額
の

下
水

工
事

費
用

と
な

っ
て

も
、

回
収

可
能

な
大

企
業

の
た

め
に

投
資

的
な

意
味

で
整

備
検

討
し

て
も

良
い

の
で

は。
・

必
要

に
応

じ
て

さ
ら

な
る

料
金

の
改

定
（

値
上

げ
）

も
検

討
す

る
こ

と
。

6
公

共
下

水
道

整
備

事
業

費
（
下

水
道

事
業

費
用
）

継
続

5
障

害
者

等
地

域
生

活
支

援
事
業

費
継
続
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評
価

コ
メ

ン
ト

 
 
事
 
 
業
 
 
名

全
体

評
価

委
員

評
価

コ
メ

ン
ト

拡
大

・
子

ど
も

は
未

来
を

担
う

大
切

な
存

在
。

未
来

へ
の

投
資

は
手

厚
く

す
べ

き
。

継
続

・
時

代
に

見
合

っ
た

事
業

で
あ

る
と

考
え

る
の

で
、

継
続

し
て

欲
し

い
。

拡
大

・
次

世
代

を
担

う
子

ど
も

達
に

予
算

を
配

分
す

る
こ

と
は

将
来

へ
の

投
資

と
な

る
。

・
ｉ

Ｐ
ａ

ｄ
内

の
ア

プ
リ

の
充

実
や

、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
の

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

等
に

よ
り

、
事

業
の

継
続

を
し

つ
つ

も
改

善
し

て
いっ

て
欲

し
い
。

継
続

・
挑

戦
と

バ
ラ

ン
ス

を
大

切
に

、
今

後
も

事
業

を
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い
。

拡
大

・
デ

ジ
タ

ル
ツ

ー
ル

の
環

境
整

備
だ

け
で

な
く

、
ど

ん
な

ア
プ

リ
を

利
用

す
る

の
か

、
ま

た
、

他
の

ツ
ー

ル
を

活
用

で
き

な
いか

検
討

す
る

こ
と
。

・
当

該
事

業
は

、
市

の
Ｐ

Ｒ
に

つ
な

が
り

、
移

住
に

も
影

響
し

て
く

る
事

業
で

あ
る

た
め

、
投

資
対

象
の

事
業

で
あ

る。

一
部

改
善

・
若

い
世

代
が

参
加

し
や

す
く

な
る

取
組

み
を

実
施

す
べ

き
。

一
部

改
善

・
公

民
館

や
分

館
へ

の
補

助
金

な
し

で
学

習
に

特
化

し
た

も
の

に
し

て
欲

し
い
。

・
文

化
的

な
も

の
へ

の
投

資
と

し
て

必
要

な
事

業
だ

と
考

え
ま

す
。

一
部

改
善

・
過

去
か

ら
の

継
続

事
業

で
あ

る
こ

と
は

理
解

し
て

い
る

が
、

時
代

の
変

化
に

合
わ

せ
、

全
部

改
善

も
視

野
に

入
れ

て
事

業
を見

直
す

タ
イ

ミ
ン

グ
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
(
自

身
の

作
品

や
習

い
事

の
発

表
の

場
を

設
け

る
必

要
性

は
理

解
で

き
る

が
…

。
)
。

・
継

続
し

て
実

施
す

る
場

合
は

、
明

確
な

数
値

的
指

標
を

設
定

す
べ

き
と

考
え

る
。

一
部

改
善

・
若

い
世

代
が

実
行

委
員

会
の

委
員

に
な

っ
て

い
る

と
良

い
と

思
う

（
ミ

ア
キ

ス
と

の
連

携
な

ど
。

）
。

一
部

改
善

・
誰

に
向

け
て

の
事

業
で

、
何

を
す

べ
き

か
を

改
め

て
検

討
し

た
う

え
で

改
善

す
べ

き
と

こ
ろ

は
改

善
し

て
い

く
べ

き。
・

文
化

協
会

と
公

民
館

が
や

る
べ

き
こ

と
な

の
か

検
討

願
う
。

・
文

化
醸

成
が

こ
の

事
業

で
で

き
る

の
か

、
ま

だ
ま

だ
検

討
の

余
地

が
あ

り
、

現
状

で
は

創
造

性
の

低
い

事
業

だ
と

感
じ

る。

8
生

涯
学

習
フ

ェ
ス

タ
開

催
事
業

費
一

部
改
善

7
小

・
中

学
校

情
報

シ
ス

テ
ム
管

理
費

拡
大
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評
価

コ
メ

ン
ト

 
 
事
 
 
業
 
 
名

全
体

評
価

委
員

評
価

コ
メ

ン
ト

全
部

改
善

・
美

術
館

の
運

営
が

収
益

化
で

き
る

よ
う

に
な

ら
な

い
と

事
業

自
体

厳
し

い
。

縮
小

・
こ

こ
ま

で
費

用
を

投
入

す
る

必
要

性
が

感
じ

ら
れ

な
い
。

・
費

用
を

投
入

し
た

結
果

、
市

民
に

ど
の

よ
う

な
リ

タ
ー

ン
が

あ
る

の
か

不
明
。

継
続

・
美

術
に

触
れ

る
機

会
の

創
出

は
重

要
で

あ
る

反
面

、
運

営
の

収
益

化
に

つ
い

て
も

考
え

る
必

要
が

あ
る
。

・
大

手
旅

行
会

社
と

の
タ

イ
ア

ッ
プ

等
、

集
客

力
の

向
上

に
予

算
を

配
分

す
る

な
ど

、
改

善
し

な
が

ら
継

続
を
。

全
部

改
善

・
来

館
者

が
ま

た
行

き
た

い
と

思
え

る
よ

う
な

美
術

館
に

な
る

よ
う

改
善

を
期

待
す

る
。

全
部

改
善

・
文

化
振

興
の

本
質

的
な

理
想

の
状

態
を

考
え

て
欲

し
い
。

・
女

流
作

家
の

美
術

展
を

開
催

す
る

場
合

、
フ

ェ
ミ

ニ
ズ

ム
、

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
・

エ
ク

イ
テ

ィ
・

イ
ン

ク
ル

ー
ジ

ョ
ン

な
どの

観
点

も
必

要
だ

と
考

え
る
。

継
続

・
相

談
業

務
が

今
後

さ
ら

に
見

込
ま

れ
る

が
、

引
き

続
き

事
業

の
継

続
を

依
頼

す
る
。

継
続

・
こ

の
時

代
、

こ
の

内
容

の
事

業
を

担
当

者
５

人
で

実
施

す
る

の
は

非
常

に
困

難
で

あ
り

、
拡

大
し

て
欲

し
い

気
持

ち
も

ある
が

、
最

低
限

継
続

は
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

拡
大

・
親

子
関

係
の

背
景

に
あ

る
問

題
で

あ
る

た
め

、
軽

々
し

く
語

れ
な

い
。

・
子

供
の

成
長

を
第

一
に

考
え

る
の

か
、

知
ら

れ
た

く
な

い
親

へ
の

対
策

か
、

匿
名

で
の

相
談

方
法

に
注

力
す

る
の

か。
・

相
談

員
体

制
に

不
足

が
あ

る
場

合
、

増
加

に
予

算
を

配
分

す
る

な
ど

、
事

業
は

継
続

し
つ

つ
、

拡
大

す
る

検
討

を
す

べ
き。

継
続

・
職

員
の

方
の

負
担

が
多

く
な

ら
な

い
よ

う
、

適
切

に
事

業
を

継
続

し
て

い
っ

て
欲

し
い
。

継
続

・
他

事
業

と
の

連
携

も
と

り
つ

つ
、

体
制

作
り

が
な

さ
れ

て
い

る
の

で
、

少
な

い
人

員
で

大
変

か
と

思
う

が
、

継
続

さ
れ

る
こと

を
願

う
。

1
0

家
庭

児
童

相
談

員
設

置
事

業
費

継
続

9
美

術
館

管
理

運
営

事
業
費

全
部

改
善
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評
価

コ
メ

ン
ト

 
 
事
 
 
業
 
 
名

全
体

評
価

委
員

評
価

コ
メ

ン
ト

全
部

改
善

・
と

に
か

く
高

齢
者

が
シ

ニ
ア

ク
ラ

ブ
に

入
る

よ
う

に
な

ら
な

い
と

、
将

来
的

に
存

続
が

困
難

と
な

る
で

あ
ろ

う
。

・
た

だ
し

、
高

齢
者

の
拠

り
所

と
し

て
今

後
も

存
在

し
て

い
っ

た
方

が
良

い
と

考
え

る
。

縮
小

・
ク

ラ
ブ

数
を

減
少

さ
せ

た
り

、
合

併
を

さ
せ

た
り

な
ど

、
改

善
し

て
い

く
べ

き
。

・
将

来
的

に
は

、
廃

止
の

検
討

も
必

要
に

な
る

の
で

は
感

じ
る
。

一
部

改
善

・
高

度
成

長
期

を
支

え
て

い
た

だ
い

た
方

々
に

対
し

、
手

厚
く

支
援

す
べ

き
で

あ
る

と
考

え
る

一
方

、
数

値
的

な
目

標
や

、
指標

に
よ

る
対

策
も

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

一
部

改
善

・
シ

ニ
ア

ク
ラ

ブ
が

あ
る

こ
と

で
、

生
き

が
い

や
仲

間
づ

く
り

に
プ

ラ
ス

に
な

っ
て

い
る

と
感

じ
る

方
々

の
声

を
実

際
に

伺
いな

が
ら

、
事

業
内

容
の

精
査

を
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

一
部

改
善

・
活

動
指

標
を

改
善

し
、

よ
り

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

と
し

て
良

く
な

る
よ

う
な

指
標

に
基

づ
い

て
活

動
し

て
い

た
だ

き
た

い。

継
続

・
フ

レ
イ

ル
予

防
及

び
対

策
の

た
め

、
継

続
し

て
い

っ
て

欲
し

い
。

一
部

改
善

・
貯

筋
ク

ラ
ブ

等
で

も
、

運
動

会
な

ど
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

す
れ

ば
、

も
っ

と
意

欲
の

向
上

に
繋

が
る

と
思

う
。

継
続

・
フ

レ
イ

ル
予

防
対

応
は

継
続

願
う

が
、

事
業

の
効

果
測

定
は

必
要

で
あ

り
、

実
施

す
べ

き
で

あ
る
。

継
続

・
適

切
に

事
業

が
進

め
ら

れ
て

い
る

と
感

じ
る
。

継
続

・
多

く
の

シ
ニ

ア
層

が
参

加
し

て
い

る
事

業
で

あ
る

か
ら

、
継

続
し

て
よ

り
多

く
の

方
の

健
康

の
サ

ポ
ー

ト
を

し
て

い
っ

て
欲し

い
。

1
2

一
般

介
護

予
防

事
業

費
（

介
護

保
険

特
別

会
計
）

継
続

1
1

シ
ニ

ア
ク

ラ
ブ

育
成

事
業
費

一
部

改
善
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評
価

コ
メ

ン
ト

 
 
事
 
 
業
 
 
名

全
体

評
価

委
員

評
価

コ
メ

ン
ト

一
部

改
善

・
受

診
者

の
実

数
把

握
に

努
め

る
こ

と
。

一
部

改
善

・
よ

り
一

層
の

周
知

を
依

頼
す

る
。

・
人

通
り

の
多

い
商

業
施

設
や

駅
前

な
ど

で
周

知
す

る
な

ど
、

周
知

方
法

を
検

討
す

る
こ

と
。

一
部

改
善

・
継

続
は

前
提

の
事

業
と

捉
え

て
い

る
。

し
か

し
、

受
診

者
を

増
や

す
対

策
が

必
要
。

一
部

改
善

・
費

用
対

効
果

の
あ

る
事

業
形

態
で

あ
る

こ
と

を
望

む
。

一
部

改
善

・
対

象
者

へ
の

周
知

・
広

報
に

対
し

て
改

善
の

余
地

が
あ

る
。

・
様

々
な

事
業

所
と

連
携

す
る

な
ど

、
研

究
し

て
い

っ
て

欲
し

い
。

継
続

・
こ

の
ま

ま
継

続
し

て
透

明
化

を
図

っ
て

い
た

だ
き

た
い
。

一
部

改
善

・
「

も
の

づ
く

り
の

ま
ち

」
と

し
て

も
っ

と
集

中
的

に
実

施
し

て
い

く
べ

き
で

は
な

い
か
。

・
目

的
の

は
っ

き
り

し
た

お
金

の
使

い
方

や
、

企
業

誘
致

な
ど

が
必

要
と

考
え

る
。

・
補

助
を

実
施

し
た

相
手

に
対

し
、

法
人

化
す

る
と

こ
ろ

ま
で

併
走

支
援

し
て

い
く

方
が

市
に

も
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る
。

継
続

・
地

域
活

性
化

の
視

点
か

ら
必

要
な

事
業

で
あ

る
と

判
断

で
き

る
。

・
し

か
し

な
が

ら
、

費
用

対
効

果
の

可
視

化
や

商
工

会
と

の
連

携
、

ま
た

、
対

象
者

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
等

、
対

策
を

検
討

す
べき

部
分

が
あ

る
。

一
部

改
善

・
事

業
の

細
分

化
を

検
討

し
、

費
用

対
効

果
の

可
視

化
を

進
め

る
こ

と
。

継
続

・
実

績
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
や

す
い

よ
う

に
改

善
し

な
が

ら
、

取
り

組
み

を
継

続
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

1
4

中
小

企
業

等
支

援
事

業
費

継
続

1
3

健
康

診
査

事
業
費

一
部

改
善
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評
価

コ
メ

ン
ト

 
 
事
 
 
業
 
 
名

全
体

評
価

委
員

評
価

コ
メ

ン
ト

全
部

改
善

・
少

子
高

齢
化

に
よ

り
、

人
が

少
な

く
な

る
た

め
、

そ
の

傾
向

に
合

わ
せ

た
想

定
人

数
及

び
予

算
規

模
で

の
事

業
展

開
が

必
要。

・
有

料
席

の
売

れ
行

き
に

つ
い

て
は

、
少

し
で

も
多

く
売

れ
る

よ
う

努
力

し
て

欲
し

い
。

継
続

・
長

期
的

な
ビ

ジ
ョ

ン
と

利
益

が
見

込
め

る
仕

組
み

作
り

に
注

力
し

た
う

え
で

予
算

確
保

す
べ

き
。

継
続

・
地

域
の

伝
統

、
歴

史
の

継
承

は
重

要
で

あ
る
。

・
市

内
企

業
と

の
連

携
を

強
化

す
べ

き
。

一
部

改
善

・
何

の
た

め
に

実
施

す
る

の
か

明
確

な
ビ

ジ
ョ

ン
を

も
っ

て
実

施
さ

れ
た

い
。

・
大

切
な

「
文

化
」

に
繋

が
る

事
業

で
あ

る
た

め
、

夢
を

語
っ

て
欲

し
い
。

一
部

改
善

・
売

上
げ

や
デ

ー
タ

を
収

集
で

き
る

仕
組

み
づ

く
り

を
検

討
さ

れ
た

い
。

・
ビ

ジ
ョ

ン
が

抽
象

的
す

ぎ
る

の
で

、
誰

に
何

を
提

案
し

た
い

の
か

、
そ

の
た

め
に

何
を

ど
う

す
べ

き
か

再
考

が
必

要。

縮
小

・
毎

年
１

０
０

人
弱

か
ら

相
談

実
績

が
あ

る
た

め
、

廃
止

す
る

必
要

は
な

い
と

感
じ

る
。

・
し

か
し

な
が

ら
、

甲
府

市
な

ど
の

近
隣

他
市

と
の

広
域

連
携

の
中

で
事

業
内

容
や

手
法

に
つ

い
て

再
検

討
す

べ
き
。

縮
小

・
費

用
以

外
に

も
、

事
業

の
や

り
方

そ
の

も
の

を
改

善
し

、
消

費
生

活
を

よ
り

良
い

も
の

と
す

る
た

め
工

夫
し

て
欲

し
い。

・
県

や
警

察
と

も
連

携
し

て
事

業
展

開
で

き
れ

ば
良

い
。

全
部

改
善

・
警

察
と

の
連

携
を

強
化

す
べ

き
。

・
６

５
歳

以
上

の
方

に
対

し
て

各
地

区
公

民
館

へ
出

向
く

な
ど

、
啓

蒙
す

る
回

数
を

増
や

し
た

方
が

良
い
。

・
他

市
の

成
功

例
を

参
考

に
見

直
し

を
実

施
す

べ
き
。

全
部

改
善

・
啓

蒙
活

動
が

高
齢

の
方

々
に

届
け

ら
れ

る
よ

う
、

課
を

ま
た

い
だ

連
携

を
検

討
さ

れ
た

い
。

一
部

改
善

・
啓

蒙
活

動
が

確
実

に
対

象
者

に
届

く
よ

う
改

善
さ

れ
た

い
。

1
6

消
費

生
活

対
策

推
進

事
業
費

全
部

改
善

1
5

武
田

の
里

ま
つ

り
補

助
事

業
費

一
部

改
善
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評
価

コ
メ

ン
ト

 
 
事
 
 
業
 
 
名

全
体

評
価

委
員

評
価

コ
メ

ン
ト

縮
小

・
男

性
の

育
児

休
業

取
得

実
績

も
増

加
し

、
育

児
休

業
の

取
得

に
向

け
た

風
土

の
醸

成
な

ど
、

当
初

の
目

的
を

達
成

し
つ

つ
ある

た
め

、
縮

小
と

し
て

問
題

な
い

と
考

え
る
。

一
部

改
善

・
男

性
の

育
児

参
加

＝
女

性
の

社
会

進
出

で
あ

る
。

現
状

で
は

、
必

要
に

応
じ

て
改

善
し

な
が

ら
見

守
っ

て
い

っ
て

欲
し

い。

継
続

・
風

土
は

根
付

き
つ

つ
あ

る
が

、
全

企
業

で
育

児
休

業
導

入
が

図
ら

れ
て

い
る

の
か

と
い

う
点

で
は

、
今

後
も

事
業

の
必

要
性を

感
じ

る
。

・
し

か
し

、
国

・
県

の
制

度
も

拡
充

し
て

き
て

い
る

こ
と

か
ら

、
本

市
の

事
業

内
容

を
見

直
す

良
い

タ
イ

ミ
ン

グ
で

も
あ

る。
・

企
業

、
家

庭
、

個
人

の
支

援
策

と
し

て
も

事
業

の
再

検
討

を
す

る
こ

と
。

一
部

改
善

・
引

き
続

き
事

業
を

継
続

し
て

い
た

だ
き

た
い
。

・
継

続
に

当
た

っ
て

は
、

県
の

取
組

み
等

を
参

考
に

し
な

が
ら

改
善

し
て

い
っ

て
欲

し
い
。

継
続

・
育

児
休

業
取

得
者

が
今

後
も

増
え

る
よ

う
、

啓
蒙

活
動

に
取

り
組

ん
で

欲
し

い
。

拡
大

・
関

係
機

関
と

連
携

を
深

め
て

問
題

解
決

に
向

け
て

尽
力

願
う
。

継
続

・
地

域
環

境
美

化
及

び
整

備
の

観
点

か
ら

継
続

は
必

須
の

事
業

だ
と

考
え

る
。

・
今

後
、

市
が

代
理

執
行

し
た

場
合

、
本

来
負

担
す

べ
き

者
（

家
主

、
相

続
者

）
へ

の
求

償
を

検
討

す
べ

き
。

拡
大

・
今

後
も

韮
崎

が
安

心
し

て
住

み
続

け
ら

れ
る

地
域

で
あ

る
た

め
に

、
力

を
入

れ
て

い
た

だ
き

た
い
。

継
続

・
活

性
化

し
つ

つ
あ

る
韮

崎
の

大
事

な
資

産
で

あ
る

の
で

、
継

続
実

施
さ

れ
た

い
。

1
8

空
家

等
対

策
推

進
事

業
費

継
続

1
7

男
性

の
育

児
休

業
取

得
促

進
事

業
費

一
部

改
善

-13-



評
価

コ
メ

ン
ト

 
 
事
 
 
業
 
 
名

全
体

評
価

委
員

評
価

コ
メ

ン
ト

全
部

改
善

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
廃

止
で

良
い
。

・
別

の
形

で
環

境
教

育
を

進
め

る
べ

き
で

あ
る
。

縮
小

・
子

供
を

対
象

と
し

た
学

習
会

や
、

緑
の

カ
ー

テ
ン

配
布

に
特

化
す

べ
き
。

・
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
代

替
は

不
要

と
考

え
る
。

全
部

改
善

・
子

供
た

ち
の

探
求

心
を

引
き

出
す

形
の

事
業

内
容

に
し

て
欲

し
い
。

・
今

後
の

改
善

に
期

待
し

て
い

る
。

全
部

改
善

・
環

境
×

教
育

の
学

習
や

選
択

肢
を

イ
ン

プ
ッ

ト
で

き
る

部
分

を
増

や
し

、
最

適
な

事
業

と
し

て
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

と
感じ

る
。

一
部

改
善

・
中

央
市

で
の

統
合

を
見

据
え

た
課

題
の

抽
出

及
び

事
業

展
開

を
依

頼
す

る
。

継
続

・
地

域
美

化
の

観
点

か
ら

も
、

継
続

は
必

須
で

あ
る

と
考

え
る
。

・
不

法
投

棄
に

つ
い

て
良

い
対

策
を

検
討

さ
れ

た
い
。

継
続

・
移

転
に

伴
っ

て
、

事
業

内
容

の
改

善
を

期
待

す
る
。

一
部

改
善

・
中

央
市

に
移

転
し

た
後

、
発

生
し

得
る

リ
ス

ク
を

想
定

し
、

対
策

を
練

っ
て

欲
し

い
。

2
0

廃
棄

物
処

理
対

策
事

業
費

一
部

改
善

1
9

環
境

教
育

事
業
費

全
部

改
善
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価
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事
 
 
業
 
 
名

全
体

評
価

委
員

評
価

コ
メ

ン
ト

継
続

・
現

施
設

を
可

能
な

限
り

使
用

す
る

以
外

に
な

く
、

市
民

負
担

が
増

加
し

な
い

形
で

議
論

を
深

化
さ

れ
た

い
。

継
続

・
市

民
に

と
っ

て
必

要
不

可
欠

な
施

設
で

あ
る
。

・
適

宜
修

繕
を

実
施

し
、

現
状

維
持

で
進

め
る

べ
き

と
考

え
る
。

継
続

・
建

替
え

、
他

市
と

の
連

携
、

他
の

手
段

に
つ

い
て

、
費

用
面

等
総

合
的

に
比

較
検

討
し

て
欲

し
い
。

一
部

改
善

・
令

和
１

６
年

度
ま

で
続

け
る

こ
と

を
前

提
と

し
た

考
え

を
再

考
し

、
現

実
的

な
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
に

よ
る

予
算

の
配

分
と

すべ
き
。

一
部

改
善

・
販

路
拡

大
の

一
要

素
と

し
て

、
ふ

る
さ

と
納

税
と

の
連

携
を

検
討

さ
れ

た
い
。

・
地

場
産

業
の

発
展

の
た

め
、

今
後

も
継

続
し

て
い

っ
て

欲
し

い
。

継
続

・
韮

崎
市

産
の

ぶ
ど

う
に

よ
る

ワ
イ

ン
事

業
は

非
常

に
良

い
。

・
生

産
者

が
自

立
す

る
こ

と
が

で
き

る
サ

ポ
ー

ト
と

、
黒

字
化

に
向

け
た

対
策

を
検

討
さ

れ
た

い
。

継
続

・
地

域
の

魅
力

の
創

出
に

つ
な

が
り

、
ま

た
、

子
ど

も
た

ち
の

憧
れ

に
も

な
り

得
る

可
能

性
の

あ
る

事
業

で
あ

る
。

・
順

調
に

継
続

さ
れ

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
る
。

拡
大

・
施

策
の

方
針

と
し

て
、

ビ
ジ

ネ
ス

か
ら

の
観

点
も

よ
り

一
層

取
り

入
れ

、
ワ

イ
ナ

リ
ー

と
し

て
成

功
＝

韮
崎

の
Ｐ

Ｒ
　

の
図式

を
全

員
で

創
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

2
2

赤
ワ

イ
ン

の
丘

ブ
ラ

ン
ド

化
推

進
事

業
費

継
続

2
1

火
葬

場
管

理
運

営
費

継
続
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評
価
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事
 
 
業
 
 
名

全
体

評
価

委
員

評
価

コ
メ

ン
ト

一
部

改
善

・
啓

発
の

方
法

は
、

よ
り

良
い

も
の

を
模

索
し

て
い

っ
て

欲
し

い
。

・
委

員
の

負
担

が
増

加
す

る
と

、
な

り
手

が
い

な
く

っ
て

し
ま

う
た

め
、

注
意

し
て

欲
し

い
。

継
続

・
事

業
内

容
的

に
継

続
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
提

言
件

数
に

焦
点

を
当

て
る

の
で

は
な

く
、

提
言

内
容

に
重

点
を

置
く

べ
き

で
あ

る
。

一
部

改
善

・
委

員
会

が
互

い
の

意
見

を
尊

重
し

合
え

る
場

と
す

る
た

め
、

次
年

度
も

委
員

の
構

成
に

配
慮

し
て

欲
し

い
。

継
続

・
現

時
点

で
目

的
が

広
す

ぎ
る

た
め

、
今

後
継

続
し

な
が

ら
、

ビ
ジ

ョ
ン

を
定

め
る

べ
き
。

一
部

改
善

・
学

生
枠

な
ど

、
実

績
の

な
い

も
の

は
、

メ
ニ

ュ
ー

の
見

直
し

を
す

る
中

で
、

よ
り

一
層

の
周

知
等

に
よ

り
実

績
を

増
加

さ
せる

か
、

廃
止

を
検

討
す

べ
き
。

継
続

・
市

民
団

体
が

主
体

的
に

ま
ち

づ
く

り
に

参
画

し
、

結
果

が
伴

う
よ

う
フ

ォ
ロ

ー
も

実
施

す
べ

き
。

継
続

・
市

民
の

自
主

的
な

取
組

み
を

引
き

続
き

応
援

す
る

事
業

と
し

て
、

継
続

し
て

い
た

だ
き

た
い
。

一
部

改
善

・
本

事
業

の
対

象
団

体
が

、
市

に
と

っ
て

ど
ん

な
効

果
を

も
た

ら
す

の
か

検
討

す
べ

き
で

あ
る
。

2
4

ま
ち

づ
く

り
活

動
推

進
事

業
費

一
部

改
善

2
3

男
女

共
同

参
画

社
会

づ
く

り
事

業
費

一
部

改
善
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